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令和４年第２回教育委員会会議 

令和４年１月２８日 

 

午後 １時３０分 開会 

１ 開会宣言 

○廣瀬教育長 それでは、ただいまから、令和４年第２回教育委員会会議を開会いたしま

す。 

 会期は本日限りといたします。 

 本日の会議の欠席者を教育総務課長から報告をお願いします。 

○杉本教育総務課長 本日、一川政策推進監が欠席でございます。また、議案第１号、四

日市市立幼稚園条例の一部改正についての説明者といたしまして、大西保育幼稚園課長に

御出席いただいております。 

 それから、もう一点、本日、資料の差し替えがございます。委員の皆様のところには紙

の資料の間に挟み込ませていただいております。３点ございます。御確認をお願いいたし

ます。 

 まず１点目がカラーの指導方針です。こちらはホチキス留めで５枚挟ませていただいて

おります。それから、教育費当初予算案の概要、こちらにも４ページのところに差し替え

を挟ませていただいております。それから、３点目でございます。令和３年度の２月補正

予算案概要、こちらの１３ページ、以上３点、差し替えでよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○廣瀬教育長 よろしいでしょうか。 

 傍聴者はお見えでしょうか。 

○北川教育総務課主幹 傍聴者はおりません。 

 

２ 会議録署名者の決定 

○廣瀬教育長 それでは、会議録署名者の決定に移ります。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の会議録署名者として、鈴木委員と数馬委員とでお願いしたいと思いますが、

御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○廣瀬教育長 御異議ないようですから、提案どおり決定をいたします。 

 

３ 議事 

○廣瀬教育長 これより議事に入ります。 

 本日の議事は、議案７件、協議事項１件、報告事項３件ですが、議案第１号から議案第

７号、協議事項、四日市市学校規模等適正化計画令和３年度改訂版（案）について、それ

から、報告事項、令和４年度当初予算について、令和３年度２月補正予算については、今

後、市議会等で審議、検討される事項であるため、非公開で審議する必要があると考えま

す。委員の皆さん、御異議はございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○廣瀬教育長 御異議がないようですから、後ほど非公開にて審議をいたします。 

 

（１）報告 

 １ 令和４年度～四日市市学校教育指導方針の改訂について 

○廣瀬教育長 それでは、（１）報告、報告事項、令和４年度～四日市市学校教育指導方

針の改訂について、説明をお願いいたします。 

○小林指導課長 指導課長、小林です。よろしくお願いします。 

 まず、差し替えをさせていただきました。差し替えに当たって、まず１枚、Ａ４で、学

校教育指導方針について、令和４年度というので御意見をいただいたものの一覧。そして、

その後ろに、１ページ、「確かな学力の定着」のページ、そして、３０ページ、「こころ

とからだの健全な育成」。そして、６０ページ、「地域と協働した学校づくり」。６０、

６１ページということで差し替えをさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、まず、それぞれ変更した点について報告させていただきたいと思います。 

 １ページ。このページは、豊田委員からお話をいただきました、体系図については全体

の体系図が基本目標に関する内容なのかというので、ちょっと分かりにくいということで

した。そして、その中で指摘を受けて変更させていただいたものについては、差し替え資

料を見ていただきたいんですけれども、まずは、四日市市新教育プログラムというのが一

番下にどんとありましたので、そちらを削らせていただきました。それがあるために全体

に係っているような様子が見られるような部分もありましたので変更させていただきまし

た。 
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 また、色についても、ちょっと薄めの色で、青色の矢印が３つございますが、「こころ

とからだの健全な育成」、そして、「よりよい未来社会を創造する力の育成」、ここにつ

いては１番の確かな学力の定着とは少し違う部分でもありますので、こちらは小さくして、

こことは関係ないような状況、しかしながら、「夢と志を持ち、未来を創るよっかいちの

子ども」については、重要な役割ということでそのような表記をさせていただきました。 

 続いて、１ページから７ページになりますが、主体的・対話的で深い学びの実現のため

の授業づくりについて、もうちょっと分かりやすくならないのかというような御指摘を伊

藤委員からいただきました。 

 そこで、２ページを御覧ください。基本的には直した部分を赤にしてあるんですが、赤

にできていない部分もあります。申し訳ございません。そこで、今御指摘のあったところ

で、２ページの四日市モデルという図の２行上を御覧ください。こちらに、赤になってい

ないんですが、「（四日市モデルを）主体的・対話的で深い学びと捉え、個性を生かし、

多様な」というような文面を入れさせていただきました。 

 また、文面と図だけでは分かりにくいので、ＱＲコードをそこのところに入れさせてい

ただきまして、ここでは動画が出てくるような仕組みにし、この四日市モデルを説明する

ものを取り入れました。 

 続いて、知識及び技能の習得に関する内容の追加ということで、３ページの上から２つ

目のちょぼになりますが「日々の授業において」、それから、次のちょぼで「単元や題材

などを見通した」ということで、そこの表記を付け加えました。そうして知識及び技能の

説明を分かりやすくしたつもりでございます。 

 続きまして、それぞれ分かりにくいということもあって、１ページの先ほどの図、豊田

委員からの御指摘もある中で、「学びに向かう力、人間性」はピンク、それから「知識及

び技能」は黄緑、「思考力、判断力」は黄色ということで、２ページも関連して同じ色に。 

 それから、３ページ、非認知能力、そして認知能力ですが、これも内容に合わせて、ピ

ンク、そして、黄緑で表記をさせていただきました。 

 また、１０ページを御覧ください。 

 １０ページにも同じように、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力」、「学び

に向かう力」とありますが、これも同じ色で、黄緑、黄色、ピンクを統一して表現をしま

した。 

 続いて、３ページ、非認知能力との関連性ということで伊藤委員から御指摘をいただき
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ました。３ページを御覧ください。 

 ③のちょぼの２つ目です。「非認知能力は、学びに向かう力、人間性等の育成に欠かせ

ない力」となるという言葉をここに記載しました。 

 続いて、④個別最適な学びの内容について、ＧＩＧＡスクール構想との整合性というこ

とで、ビジョンのほうが見やすいけれどもというような御指摘がありまして、４ページの

一番下、個に応じた指導の充実のところを御覧ください。 

 これについては大きな変更点はございません。ビジョンのＧＩＧＡスクール構想につい

ては、子どもの立場からということで図が示されておりました。こちらについては、指導

者の視点でということで、指導の個別化、学習の個性化ということで、引き続き、若干調

整はしましたが、大きな変更は加えませんでした。 

 続いて、５番目、１３ページを御覧ください。 

 こちらは概念図の明確化ということで、豊田委員から御指摘をいただきました。概念図

を修正しまして、思考ツールの具体例を追加させていただきました。この中央の図が、前

は、課題づくり、思考ツール、表現モデルというのがもうちょっと入り組んだ形になって

おりまして、考えるための技法、思考スキルが上にあったのですが、それが真ん中に来て、

そのスキルを得るためには、３つの、課題づくり、表現モデル、それから、思考ツールが

ぐるぐる回る中で形成されるというような表現にさせていただきました。 

 続いて、２９ページを御覧ください。 

 伊藤委員から、課題とは何を示しているのかということで御指摘をいただきました。こ

ちらについては、（１）の①の２つ目ですけれども、課題となる子どもたちの体力、運動

能力というような表現でしたが、課題という言葉を削除し、子どもたちの体力・運動能力

の向上を目指す。これについては、５分間運動の冊子、取組の目的と同様の文章に変更を

加えました。 

 続きましては３０ページです。 

 体力テストは、５０メートル走と立ち幅跳びに限定するのかということで、こちらは差

し替えを御覧ください。④の青色の部分が変更のページでございます。以前は、体力テス

トは、５０メートル走、立ち幅跳びでの経年実施と活用と書いてあり、そして、④の上の

ちょぼ３つが一文にまとめられておりました。これをそれぞれ分けて分かりやすく、そし

て、限定するかどうかというような話なんですけれども、本当は、ボールを投げる――

「投」ですね――投げるというような部分も入れたいと考えたんですが、全校実施という
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ことで考える中では、多いのがいいのかと考えたときには、５０メートル走、そして、立

ち幅跳びに限定して、全部で取り組んで経年変化を見るようにしたらどうかということで

考えてあります。 

 続いて３１ページを御覧ください。 

 感染症から学んだことについてということで、伊藤委員から御指摘がありました。コロ

ナの感染症等を受けて、どのようなところを変化させていくのかということで、大きな変

化はございませんが、②のちょぼの６つ目に、外部講師や出前講座を活用した知見を生か

した指導の充実ということで、ここに性感染症と書いてあったのですが、これを感染症予

防としました。 

 このほかにも、巻頭のところを見ていただきますと、一番最初でページなしのところで

す。ここには、下で吹き出しというようなイメージの中で、「コロナ禍での教訓を踏まえ

た、誰一人取り残さない学びの保障」、そういう表現。そして、５３ページを御覧くださ

い。５３ページの組織マネジメントの推進の中のちょぼの下から２つ目です。コロナ禍を

機に明らかになった課題を踏まえ、新たな学習、学校教育活動等の在り方を視点に学校運

営を行うということで、こちらにも入れさせてもらってありますので、これをもって御指

摘を受けた部分については対応できるのかなと考えております。 

 続きまして、３８ページ、ＥＳＤ教育の推進の具体性についてはというような御指摘を

いただきました。３８ページを御覧ください。 

 ここにつきましては、追加としまして、ＳＤＧｓの取組等が分かりやすくなるために、

赤の「ＳＤＧｓとは」という、一番下にあるんですが、その線から上、ちょぼ２つです。

「６つの構成概念を軸にして」、そして、次のちょぼ、「課題を解決するために」、

「「７つの能力・態度」を身に付けさせ」というので、分かりやすくなるようにここを具

体性を持って表記をさせていただきました。 

 また、それだけでは分かりにくい部分もありますので、（２）の横辺りにまたＱＲコー

ドをつけさせていただきまして、動画でこの説明をさせていただきます。 

 続いて６０、６１ページ、これは差し替えを御覧ください。 

 コミュニティスクールの今後の方向性についてということで、図等も前と一緒で分かり

にくいのでということもありまして、図については一新をしました。そして、ここも水色

の文字については表記を変えて付け加えを行いました。地域とともにある学校ということ

で、学校と地域が手をつないで、そして、一番下の吹き出しにあるんですけれども、今ま
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でも行っていた部分なんですが、学校のキャリア教育、それから、防犯・防災、地域貢献、

学力向上、学びの一体化、そして、自然・歴史・文化地域活動が、その地域それぞれの特

徴に合わせて、ここが発展するようなコミュニティスクールを実施していくというような

ことで、ステップアップをしたような図に変更させていただきました。 

 また、２番に入りますが、四日市市立小・中校長会からの意見集約ということで、こち

らはタブレットに入っているかとは思うんですが……。 

○杉本教育総務課長 別で、横版のものですね、２１ページ、こちらを御覧ください。 

○小林指導課長 別冊で「（巻頭・基本目標１）」ということで、本当にたくさんの御意

見を校長先生等からいただきました。学校によっては、これを職員に見せ、そこからいろ

いろ指摘があったものを挙げていただいたというようなこともあります。それぞれの学校

で見ていただいて、この方針をみんなでつくり上げて、みんなに浸透して四日市の教育を

支えていくという意味では、本当に御意見をたくさんいただけてありがたかったなと思っ

ております。ここについては、対応についても区分で修正し、理由についてもそれぞれに

回答をさせていただきました。それぞれについては省略させていただきます。 

 そして、次に、全体に関する内容ということで、引き続き、それぞれの学校からいただ

いた一番最後です。表記についてということで、統一ができていない部分がありました。

そこにあるような、ふるさと四日市という表記についても統一するというようなところで、

以下、ずっと、どれに統一するかというのを考えて、裏のページについては、気づき、自

ら、生かす等、それぞれ、漢字を使うのかどうするかというような辺りも統一をさせてい

ただきました。 

 そして、新教育プログラムとの関連ということで、お配りさせていただきました方針の

一番最後を御覧ください。新教育プログラムとの関連ということで、一番最後に、それぞ

れのページ数を入れて、左側に新教育プログラムが来るように構成しました。新教育プロ

グラムはちょっと切れていますが、きっちりと入るように調整したいと思います。すみま

せん、印刷の段階では切れてしまったんですけれども。 

 そして、ＱＲコードについては、先ほども御説明させていただきましたが、前回はこに

ゅうどうくんが登場するような状況でしたが、まだまだ、変わっていないところもあるん

ですけれども、ＱＲコードを記載して、スマホをそこへかざしていただくと動画に変わる

というような中で見ていただくこともできます。このように、ちょっとずつＱＲコードを

増やす中でまた構成していきたいと考えております。 
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 以上です。長くなってすみません。 

○廣瀬教育長 修正部分の説明をいただきましたけれども、御確認や御意見がございまし

たらお願いします。 

 私から、３１ページの感染症対策の件で、健康教育の分野であまり触れられていないん

じゃないかというような御指摘があったと思うんですけれども、修正は、②のちょぼの一

番下の「外部講師や出前講座を活用し」というところの欄の「ＹＥＳｎｅｔ・感染症予防」

というここへ出てくるんだけど、ここはもともと性感染症であって、性を取ったんですが、

性感染症と命及び性に関する出前講座、これはワンセットのつながりなんだろうなと思う

ので、これを取ってしまうのはどうかなと思いましたので、（１）のこの欄は保健の授業

の充実ということですので、授業の中で取り扱うので、どこかに、例えば、ここは適切か

どうか分からないですけど、ちょぼの４つ目の「自らの健康を適切に管理していく力の育

成について、発達段階に応じて」学習を進めるという例の中に、感染症予防というのを入

れてはどうかなというのと、あと、（２）の②の日常的な保健指導のところで、基本的な

感染症対策はアフターコロナの後も継続的に指導していきますよという１行程度の文言を

加えたらどうかなというふうに思ったので、そういったところをまた検討していただけた

らなと思います。そんな、まず軽いのに気がつきました。お願いします。 

○伊藤委員 幾つかこの前言わせていただいて、いっぱい検討してもらったんだろうなと

思いながら見せていただきました。今日、また差し替えのがあるので把握できていないの

と、前回というか、１２月でしたか、そのときも、いろんなところに及んでは自分もお伝

えできていないところもたくさんあって、今回、改めてこれを見せていただいて気づいた

ところもあるので、今後それをどうするかを検討していただいたり、思いもあると思いま

すので、そこはよきに計らっていただければいいとは思うんですけれども。 

 方針がどんなコンセプトかという話を前回させてもらったと思うんです。やっぱり、ビ

ジョンを中心に展開していこうとしていることをどんなやり方で具体的に達成していくの

かということを方針には表していくということになってくるので、やっぱり、先生たちが、

学校が、こういうふうなやり方とかこういう視点を大事にしていけば実現につながるんだ

ということのやはりよりどころになるものというふうな感覚で自分はこの指導方針という

のはあるんだろうと。そういう視点を大前提に見せていただきました。 

 文章的なこともあるんですけれども、いろいろ交ざりますが、幾つかの点で話をさせて

もらいますと、まず、修正していただいたところでちょっと気になったところがあって、
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表紙をめくって一番最初のページです。本文でいうと６行目ぐらいからですかね、豊かで

充実した人生を送ることができるような基盤を築く必要があると。気になるのは、基盤と

いう言葉が連続して出てくるんですが、基盤というのが、それぞれ基盤を指すものが若干

違ったりすることもあるので、ここは言葉をもうちょっと整理されたほうがいいのかなと

思いました。 

 「基盤を築く必要が」ある、「学校教育は、その基盤となる「ひとづくり」そのもので

す」ということがあって、また、「私たち教職員は」の後に、「授業改善を基盤としなが

ら」というふうに、単語としてずっと基盤という言葉が使われるんですが、若干意味合い

が違うんだろうなというふうなことで１つ感じたところがあります。こうしたらなという

のはあるんですけれども、あまりそれを話していると長くなっちゃうんですけれども。 

 それから、１ページ。ここも幾つか修正してもらっているんですが、下の図との対応み

たいなところがあって、ちょっと気になったのは、言語能力がこの上の囲みの文に出てこ

ないんです。やはり、大事な学習の基盤となる資質、能力という意味での３つということ

もあり、下にも３つ挙げてあるので、言語能力はやっぱり入れておかんと具合が悪いなと

いうふうに思いました。 

 それから、この前話をさせてもらった、主体的、対話的で深い学びの実現ということな

んですが、これをずっと読んでいくと、いろんな内容を入れてもらっていて、確かに内容

的には大事なことを入れてもらってあるんだけれども、要は、指導方針として主体的な学

びを実現していくためにどうしたらいい、対話的な学びの実現としてはどうしていったら

いいのか、深い学びを実現するためにはどうしていったらいいのかというのが、どうする

かというところがすっきり分からないといわゆる実践に反映されていきにくい。内容的に

も入っているんだけれども、そういうふうな論法がちょっと見えにくいもんで、主体的で

対話的で深い学びを実現するのに、四日市が前からやっている問題解決的な授業づくりは

ベースとして、今言った、学びを実現していく要素をこの中にしっかり考えてあるんです

よというか、それをしっかり考えてこの授業づくりをしていってほしいんですよというこ

とをもう少し分かりやすくしてもらえたほうがいいのかなというふうに思いました。 

 内容的なことはよく書かれているのでそうなんですけれども、どういうポイントを大事

にするとか、こういうことを充実させるとかいうふうな、学校教育指導方針に載せていく

ので、例えば、学習指導要領の言葉をそのまま載せていくとちょっと難しい部分もあると

は思うんですけれども、ここは、主体的、対話的で深い学びがもともと出てきた中教審が、
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これを実現していくためにはこうだということはっきりと言っているところがあるので、

やっぱりそういったこともきちっと踏まえた中でと自分は見たんですが、そうすると、中

身は本当に入れてもらってあるんです、いろいろな意味で。ただ、すっきり感というかな。

ちょっと分かりにくいなというような思いがありました。 

 それから、非認知能力は修正していただいていて分かりやすくなったのと、ただ、非認

知能力をどう育てていくところがあるのかというところが、ちょっとやっぱりもう少し、

例えば、一人一人が可能性を発揮できるよう教育活動の充実を図るとかいうのがベースに

なってくると思うので、どんな教育活動を充実させるかという、内容的には確かに入って

いるんだけれども、そんなことももうちょっと分かりやすくできないかなと思いながら、

見せていただきました。 

 それから、次、４ページの個に応じた指導の充実で個別最適な学びというのがあると思

うんですが、この言葉がもともと出てきたのは、頭にＩＣＴを活用したということがあっ

てこの言葉が出てきたんだと思うんです。ところが、ここにはＩＣＴを活用してというと

ころが触れられていない。内容的にはあるんだけれど。次の、ＩＣＴを活用して情報活用

能力の育成をするんだというところは確かにあるんだけれど、ここでの指導として、ちょ

っとそこに触れなくていいのかなというのが。家庭学習の中にもＩＣＴのことが出てくる

んですけれども、これからの授業づくりの中でＩＣＴ活用がやはり位置づいてくるという

ことは大事な視点ではあるので、ちょっと収めようが難しいかも分かりませんけれども、

それが感じた１つです。 

 それから、１１ページの、以前も言いましたように、言語能力と読解力、表現力という

ことの関わりということで、一番、囲みの部分に、「言語能力（読解力、表現力等）」と

いうことになっていて、これは全く同じものとして捉えていっていいのかということでい

うと、例えば、（１）は、言語能力というのは収められているというか、まとめられてい

る。ところが、２番は、読解力、表現力を高める授業づくりという表現がされてきている

ということがあって、この辺りは、このままでも分かるだろうとは思うんですけれど、言

葉の整理の仕方として、四日市なりの整理の仕方をしていくのかどうか。それは１つに統

一していくのか、上のような形の、括弧をつけたこういう内容でしていくのかという、そ

の辺りの整理をしておいたほうがいいかなというふうに思いました。 

 それと、１３ページからのところなんですけれども、１５ページに総合的な学習の時間

の充実というのが出てきます。これはどの中に入っているかというと、論理的思考力の育
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成の中に総合的な学習の時間、この充実が入ってくるんですが、内容を見ていくと、これ

は、もっと前の、主体的で対話的で深い学びのというか、こういう育ててきた確かな力の

部分に関わっていくことがほとんどであって、論理的な思考力のところにこれは入れてい

いのかな、ここで収まりがいいのかなと、ちょっと気になりました。総合的な学習の時間

が論理的思考力の育成のためだけにあるわけではないので、どう仕立てていくか。それと

も、そういうふうな形で総合的な学習の時間の充実をさせていくというふうに見るのかと

いうところで、ちょっと自分もどうすべきかなと思ってしまいました。結論をはっきりさ

せなくて申し訳ない。 

 それから、１９ページ。これは就学前教育の充実のところですが、これは表現だと思う

んですけれども、一番上の幼児期の終わりまでに育ってほしい姿。前は１０の姿だったと

思うんですが、姿と書くならば、こういう姿というのを表さないとちょっと具合が悪いか

な。分かりにくい。健康な心と体というのは、育ってほしい姿の項目であり視点ではある

というのは分かるんだけれども、姿そのものが書かれているわけではないというふうなこ

とを思うんです。だけど、それまで書くとすごく膨大になるし、幼稚園の教育要領である

とか、就学前のところにそういう表現はもう全国的に使われている表現だと思うんだけれ

ども、ここもどんなふうに整理したらいいかなというふうに。言葉と内容、下の絵がちょ

っと合いにくいなというふうに思いました。 

 次に行きまして、率直なことを言って申し訳ないけど、２２ページの人権教育の充実な

んですが、一番大きい項目の下の青いところ。内容が、こういうことを育てていく、行動

力の育成が必要である。そのためには計画とかカリキュラムの見直しを図るで終わってい

るんですが、これでいいのかなと思います。見直しを図ってどういうふうなことを充実さ

せるのか、進めるのかという、やっぱり進めるべきことをここでもう少し書かないと、図

るだけでいいのかというふうな感じになる。充実に直につながっていくという内容がちょ

っと弱くなってしまうかなと思いました。 

 それから、次、３４ページまで飛びますが、これも表現なんですけれども、青の四角囲

みの一番下に「４つの基礎的・汎用的能力」という言葉が出てきます。これはキャリア教

育でよく使われる、よく使われるのは、下の、基礎的・汎用的能力を構成する４つの能力。

４つの能力と書いちゃうと、何か、４つ、中身を指すのか、それでいいのかなというふう

なことを思いますし、「４つ」も省いたほうがいいんじゃないでしょうか。後でそれを構

成する４つの能力を書いてあるので、そのほうがすっきりするのかなと思いました。それ
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か、下の言葉をそのまま使うほうが正確に伝わるのかなと思います。 

 次は、いろいろ修正していただいているところがあります。気になったところでいきま

すと、４１ページの男女共同参画社会の実現を目指す教育というところを赤で修正しても

らっています。以前は、何らかの指針から取ってきた言葉をぽんと入れてあったんですが、

下２行の言葉を整理するか変えるかのほうがいいのでは。というのは、男女共同参画の視

点を持って、子どもの頃からその視点を持って、男女に関わりなく自己形成を行えるよう

様々な場で男女共同参画の理解を図るとなっておるんですけど、理解を図るだけではなく

て、教育が目指すところは違うんじゃないかなと。 

 要は、性差にとらわれずに、個々の多様性を認めて個の自立を尊重するという方向に、

男女共同参画の社会というか、それに向かわないといけないわけですから、男女に関わり

なくという言葉もあまり使われる言葉ではないので。性別に関わりなくとかいう言葉を使

われたりすると思うんですけれども、ちょっとここも検討していただいたほうがいいと思

います。視点を持ってその理解を図るというこのつながりが、もう少し目的的に、こうや

って教育の充実を目指すのだと、実現を目指すのだという方向に再検討してもらったほう

がいいかなと思いました。 

 それから、最後の、今日も言っていただいた、６０ページの地域と協働した学校づくり、

この協働というのが一番ここではキーワードになってくることで、今回修正していただい

た部分でより分かりやすくなったんだなと思っています。ただ、事務局も、今後の方向を

どうしていくかということで非常に難しい部分があるとは思うんですけれども、例えば、

６１の上にありますように、学校運営協議会が何をしていくことが大事かということが書

かれているんだけれども、現状は、こういうふうにしていきたいけれどもなかなか難しい

んだというふうな、例えば、参画支援を進めていきたいとは思うんだけれども、人的、物

的な支援体制を整備していくということも大事なのは分かっているんだけれども、現実、

それをしていこうとなったときになかなか厳しいものがある。自分たちの努力でできる部

分と、やはり行政的にも含めて進めていかないと、学校や運営協議会にさあ頑張りなさい

よと言うだけで果たしていけるのかというところが現状としては十分あるのではないのか

というふうに思っていて、そういう意味で、ここには書けないかも分からないけれども、

ぜひ、行政的にはどう進めることでこれがさらに進む、地域とともにある学校になってい

けるかというところは考えていってほしい。もう何回も言っておるんですけれども。ぜひ

それは考えていただきたいと思います。教育委員会だけではそれはできないので、ぜひま
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たよろしくお願いしたいなと。 

 何点かにわたって、前言っておったこと以外のこともいろいろ触れてしまいましたけれ

ども、見せていただいて、その努力には敬意を表しながらですけれども、これは学校へ渡

っていって、これを基にいろんな教育活動を学校が進めてもらわないといけませんので、

あえてそういった意味で気になったところを言わせていただきました。 

 以上です。 

○小林指導課長 ありがとうございました。 

 先ほど御指摘を受けた点については、それぞれまた検討を加えて、修正等を行っていき

たいと思います。 

 以上です。 

○廣瀬教育長 ほかの委員で何か御意見等ございませんでしょうか。 

○鈴木委員 ６ページになるんですけれども、指導と評価の計画を作成するというところ

なんです。ここで、どのような評価資料というところがあるんですけれども、ノートとか

ワークシートの記述内容、作品等を基に、「おおむね満足できる」状況というのがＢと評

価するかを考えたり、「努力を必要とする」状況というのをＣへの手だて等を考えたりす

るということで、Ａが抜けていないかなと思うんですけど、学校の評価だと、Ａは十分満

足できると判断されるものということで書いてあったと思うんですけれども、これはなく

てもいいのかなと。 

○小林指導課長 まず、Ｂの基準をしっかり持って、それ以上であればＡ。Ａの基準を具

体的に示すことで、子どもたちがそれしかないというふうに追い詰められます。ですので、

Ａもというのがあるんですけど、基本的には、Ｂについてはしっかりと、この姿をという

のを頭の中に入れた上で指導を行う。そして、それができていないＣについてあるのであ

れば、それをＢに引き上げるような手だてを加えるというふうな。ですので、Ａについて

はあえて入れていないです。 

○鈴木委員 そういうことなんですね。 

 ただ、やっぱり、指導の上であったほうがいいのかなというふうにはちょっと思ったん

ですけれども、もちろん先生方はちゃんと理解されて評価もされているので、そのことは

見れば分かるとは思うんですけれども……。 

○小林指導課長 そこについても、そのような御意見があったということで検討は入れさ

せていただきます。ありがとうございます。 
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○鈴木委員 よろしくお願いします。 

○廣瀬教育長 ほか、よろしいですか。 

○豊田委員 分からないので教えてほしいんですけど、４ページの少人数指導の留意点等

というところなんですけど、本当に細かいところで申し訳ないんですが、少人数指導の留

意点というか、効果が書いてあるのかなと。留意点も書いてはあるんですけど。もし私が

これをこうやって読んで、こういう少人数指導の方法があって使おうかなと思うときに、

留意点という言葉がぱんっと目に入ると、こういう効果があるからこの方法を選択しよう

というふうに読むかなと思ったので、ちょっとそこら辺の表現はどうなのかなと。少人数

指導をどういうタイミングでどういうふうに効果的に取り入れていくかというのを考える

ときにちょっとこういうのは目安になるのかなと思ったので、お考えいただいたらどうで

しょうか。この表のタイトルになるかなと思うんですけど。それが１点。 

 それから、ここの表現の意図を教えてほしいんですけど、７ページの（４）の中に①と

②があって、①の中は説明があって、その次に５個黒点で書いてあって、いろいろなこと

が書いていただいてあるんですけど、これは中身としては、目的とか方法に関連するよう

な内容かなというふうに読んだんですけど、②のＩＣＴ機器を家庭学習というところにつ

いての３つの点については、方法が述べられているので、これは同じ中で、学びに向かう

力を育む家庭学習のときに、どういうことがあってこういう方法があるよみたいな並びだ

ったら、こっちもそういうふうなのが読みやすいのかなと。でも、この辺りは、私は、学

校で先生方がどういうふうにこれを読まれるかが分からないので。ただ、自分は、読んだ

ときにそう感じました。 

 それから、１３ページの、筋道を立てて、論理的思考のところの一番上の水色の四角の

中を書き換えていただいたんですけど、「論理的思考力を、」というのが国語の文として

すごく違和感がありました。またお考えいただいたらどうなのかなというふうに思いまし

た。 

 これも細かいところで恐縮なんですけど、３４ページのキャリア教育の充実のところも

書き換えていただいて、表現をお考えいただいたんですけど、これも、国語として、３行

目の一番下の「そして」という接続詞は要るのかなと。前後を読み合わせていくと、この

「そして」は不要かなという感じがしました。 

 それから、３５ページのところも細かいところで恐縮なんですけど、⑤の職場体験活動

の中の赤で入れてくださったところの一番最初の「また」というのは、この文章の流れの
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中でなくてもいいのかなと感じました。 

 一番これが私は聞きたかったところなんですけど、これは前にもあったんですけど、３

８ページの、ＳＤＧｓの視点を入れたＥＳＤ教育の推進の中で、表を作っていただいて、

構成概念（例）というのがどっちもあるんですけど、これは、調べていくとこれが出てく

るのも、あくまでもこれは例なんですよねという確認をさせてください。私が見たのはこ

の文言がそのまま出ていたので、これは例としてこの６つがありますよと読めるのか何か

というのがちょっと分からなくて、ここは教えていただきたいなと思いました。 

 以上です。 

○廣瀬教育長 ３８ページの例について、田中補佐、お願いします。 

○田中指導課副参事兼課長補佐兼第１係長 田中でございます。御意見ありがとうござい

ました。 

 正式なタイトル名称がはっきり記憶がなくて申し訳ないんですけれども、ＥＳＤ教育に

関する文科省等から出ている推進の冊子の中に、今ここにお示しさせていただいています、

持続可能な社会づくりの６つの構成概念であったり、必要な７つの能力・態度とかが出て

きて、これそのものが実は出てきております。その中で、例となっていたかどうかという

部分については、もう一度確認させていただいて、例というものがなければ削除という形

にさせていただきます。ありがとうございました。 

○廣瀬教育長 そのほか、よろしいでしょうか。 

 たくさん御指摘をいただきましたが、もう一度検討させていただいて、反映できるもの

は反映をしたいと思いますが、次回までにその協議というのは、ちょっと時間的にも難し

いと思いますので、また紙面で修正点等を御報告させていただいて、了としていただけれ

ばと思います。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 

（２）議案 

 議案第１号 四日市市立幼稚園条例の一部改正について 

○廣瀬教育長 それでは、これより、さきにお諮りいたしました非公開の案件に入ります。 

 

 


